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尿路感染症に対す るAT-2266の 使用経験

丸 彰夫 ・中西正一郎

北海道大学医学部泌尿器科

新 しく開発 されたPyridoneearboxylic acid誘 導 体の合成抗菌剤AT-2266を 尿路感染症19例に

使用 して以下の結果を得た。

1)急 性単純性膀胱炎7例 に 対す る 臨床 成績は著効5例,有 効2例 で100%の 有効率であった

(300mg分3,3～5日 間投与)。

2)慢 性複雑性 尿路感染症12例 に対す る成績は,著 効5例,有 効5例,無 効2例 で,83.3%の 有

効率 であちた(600mg分3,5～7日 間投与)。

3)細 菌学的効果では,急 性単純性 膀胱炎 で分離 された7株 すべてが消失,複 雑性尿路感染症で

は21株 中19株 が消失,90.5%の 消失率であった。

4)副 作用は19例 中1例 に 胃腸障害を認めた。

Pyridonecarboxylic acid誘 導体の一つであるAT-2266は,

大 日本製薬総合研究所で開発された新 しい合成抗菌剤でFig.1

に示す構造を有する。

本剤は殺菌的に作用し,グ ラム陽性菌 ・陰性菌に対して抗菌

力を示す広域合成抗菌剤で,そ の抗菌力は この系統の薬剤の中

でも優れており,動 物における基礎試験ですぐれた感染防禦効

果を示すとされている1)。

今回,わ れわれは本剤の提供を受け,急 性および慢性の尿路

感染症に投与して若干の知見を得たので報告する。

I.　対象および方法

昭和57年4月 よ り同年11月 までに北海道大学 医学 部泌

尿器科を受診 した尿路感染症19例(外 来15例,入 院4

例)に 対 して本剤 を使用 した。性別 では男性4例,女 性

15例,年 齢は18歳 ～86歳 で,そ の内訳は急性単純性膀胱

炎7例,慢 性複雑性尿路感染症12例 であった。

投与方法は,急 性単純性膀胱炎 では1回100mgを1

日3回,3～5日 間投与,複 雑性尿路感染症では1回

200mgを1日3回,5～7日 間経 口投与 した。

臨床効果の判定 は,投 与期間等 でUTI薬 効評価基 準

を満す症例 が少ないため,以 下 に示す判定基準を作成 し

て行 った。

(1}急 性 単純性膀胱炎

著効(Excellent):自 覚症状 ・膿尿 ・細菌のいず れ も

が消失 した もの

有効(Good):自 覚症状 の消失,膿 尿 の消失 または著

しい減少の うち,い ずれか1項 目が認め られ,か つ細菌

が消失 した もの

やや有効(Fair)自 覚症状 ・膿尿 ・細菌の3項 目の う

ち,い ずれか1項 目のみが消失 した もの

Fig. 1 Chemical structure of AT- 2266

無効(Poor):3項 目とも消失 しない もの

(2)慢 性複雑性尿路感染症

著効(Excellent):膿 尿が消失または著しく減少し,

細菌が消失 した もの

有効(Good):膿 尿が滅少 し,細 菌が消失したもの

やや有 効(Fair):膿 尿 は不変であるが,細 菌が消失し

た もの,ま たは膿尿の消失ない し著 しい減少を認めるが,

細菌が存続す る もの

無効(Poor):膿 尿,細 菌共に改善を認められないもの

分離菌のMICは,群 馬大学 医学部微生物学教室にて

日本化学療法学会標準法に従って測定 した。

II.　成 績

Table 1に 示す よ5に 急性単純性膀胱炎7例 の総合効

果 は著効5例,有 効2例 で,有 効率は100%で あった。

AT-2266の 急性単純性膀胱炎に 対する 細菌学的効果

をTable 2に 示 した。投与前に検出されたE.coli 5株,

S.saprophyticus 2株 はすべて消失 した。 また投与後に

新 たに 出現 した菌 は認 められなかった。

MICと 細菌学 的効果 の関係(Table 3)を みると,す

べてが1.56μg/ml以 下 であった。

慢性複雑性尿路感 染症12例 の成績をTable 4に示し

た。
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Table 2 Bacteriological response to AT- 2266

in simple UTI

Table 3 Relation between MIC and bacteriological response in simple UTI

総合効果は,著 効5例,有 効5例,無 効2例 で,有 効

率は83.3%で あ った。

慢性複雑性尿路感染症12例 か ら分離 された菌株は21株

で,E.coli,P.aeruginosa,S.faealisが 半数を占めた。

21株 中19株(90.5%)が 投与後に消失 し,E.coliの

2株 のみが存続 した(Table 5)。

投与前分離菌 とMICと その消長につい て み る と,

Table 6に 示す よ うに21株 中20株 が6.25μg/ml以 下 の

感性株 で,そ の うち18株(90.0%)が 消失 した。12.5

μg/ml以 上のMIC値 の株はS.faecalis(12,5μg/ml)

の1株 のみであるが,AT-2266投 与 に より消失 してい

る。

副作用は1例 に 胃腸障害を認めたが,AT-2266投 与

継続可能 であ り,そ の程 度は軽度な ものであった。

投与 前後に検査 した15例 の臨床検査成績か ら,末 梢血

液{象,肝 ・腎機能に も何 ら異常は認めなか った(Table

7)。

III.　考 察

AT-2266は 新 しいPyridonecarboxylic acid誘 導 体

の合成抗菌剤で,グ ラム陰性菌に強い抗菌力 を有す るの

みならず,グ ラム陽性菌 に対 して も優れた抗菌力 を有す

る とされてい る。

また,本 剤を ヒ トに経 口投与 した際の吸収 は良好 で,

血 中濃度は用量依存的に上昇 し,血 中半減期 はほ ぼ4～

6時 間 で,生 体内でほ とんど代謝 を うけず,24時 間で約

65%が 尿中に 回収 される と報告 されてい る2)。

これらのこ とか ら,本 剤 は尿路感染症に対す る効果が

期待 され る薬剤 であると思われ る。

急性単純性 膀胱炎 に 対 し,300mgを3～5日 間使用

し,7例 の成績は著効5例,有 効2例 で有効率は100%

であ った。

慢性 複雑性 尿路感染症に 対 しては600mgを5～7日

間使用 し,12例 の成績は著効5例,有 効5例,無 効2例

で有効率は83.3%で あ った。今回対象 とした慢性複雑性

尿路感 染症の多 くは数年 もしくはそれ以上外来通院を続

けてい る例 であ り,本 剤使用前の投与薬剤も多種多様で

ある。 この よ うな症例に対 して83.3%の 有効率を示した

ことは,慢 性 複雑性尿路感染症の経口薬 としては,非常

に高 い有効性 を示す もの と思われる。 。

また,細 菌学的効果 をみ ると急性単純性膀胱炎では

E.coliが 大半 であったが全株が消失 し,投 与後も出現

菌を認めなか った こと,ま た慢性複雑性尿路感染症では

E.coliの2株 が残 存 したが,分 離菌21株中19株(90.5

%)が 消失 した ことから,既 存の経口抗菌剤 よりすぐれ

た除菌効果 を示す もの と考 えられる3)。

副作用 に関 しては,19例 中1例(5.3%)に 胃腸障害

を認めた。 本症例はAT-2266投 与継続可能でおり,軽

度な副作用 であった。

また,本 剤投与に よると考 えられる臨床検査値の異常

は1例 も認められなか った。

以上の成績か ら,AT-2266は 経口抗菌剤として,尿

路感染症に有効 でかつ安全性 の高い有用な薬剤といえよ

う。
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Table 5 Bacteriological response to AT- 2266 in

complicated UTI

Table 6 Relation between MIC and bacteriological response in complicated UTI
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THE USE OF AT- 2266 IN URINARY TRACT INFECTIONS

AKIO MARU and SEIICHIRO NAKANISHI

Department of Urology, Hokkaido University School of Medicine

AT- 2266, a newly developed synthetic antimicrobial agent that was a derivative of pyridonecarboxylic acid, was
administered to 19 patients with urinary tract infections. The results obtained were as follows.

1) Out of 7 patients with acute uncomplicated cystitis, 5 had excellent clinical responses and 2 good responses;
the success rate was 100%. (300 mg per day in 3 divided doses for 3 to 5 days)

2) Out of 12 patients with chronic complicated urinary tract infections, 5 had excellent clinical responses, 5 good
responses and 2 poor responses; the success rate was 83.3%. (600 mg per day in 3 divided doses for 5 to 7 days)

3) As to bacteriological response, all of 7 organisms isolated from acute uncomplicated cystitis were eradicated;
in complicated urinary tract infection, 19 of 21 isolates were eradicated, the elimination rate being 90.5%.

4) As regards side effects, gastrointestinal disorder occurred in 1 of 19 patients.


